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Ｊ
Ｒ
駅
構
内
に「
情
報
プ
ラ
ザ
」を
設
置

し
て
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
力
を
注
ぐ

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
北
口
に
位
置
す
る
問
屋
町
は
数
十

年
前
ま
で
は
、
繊
維
問
屋
が
軒
を
並
べ
る
全
国

屈
指
の
繊
維
流
通
の
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ
た

が
、
長
引
く
繊
維
不
況
や
卸
売
業
の
衰
退
な
ど

に
よ
り
、
今
で
は
訪
れ
る
人
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。
ま
だ
夕
方
６
時
だ
と
い
う
の
に
、
老
朽
化

し
た
ビ
ル
か
ら
漏
れ
る
窓
明
か
り
に
は
淋
し
さ

を
感
じ
る
。「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
岐
阜
市

が
、
都
市
整
備
の
目
玉
と
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ

岐
阜
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
整
備
事
業
で
、
問

屋
町
の
再
開
発
も
も
ち
ろ
ん
全
体
計
画
の
中
に

含
ま
れ
る
。

市
の
玄
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
周
辺
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
も
関
心
事

「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
出
発
点
と
し
て

岐
阜
駅
周
辺
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

バス乗り場に備え付けられた視覚障害者対応の音声案内スピーカー

歩行者用デッキと地上レベルはエレベータで結ばれる（ぱ・る・るプラザ岐阜前広場）

JRと名鉄が走る岐阜駅周辺

ぱ・る・るプラザ岐阜前広場には等間隔でベンチが設置されている

で
あ
る
。
市
で
は
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
構
内
に
「
岐
阜

駅
周
辺
整
備
情
報
プ
ラ
ザ
」
の
設
置
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
民
報
告
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
に
力
を
注
い
で
お
り
、
１

人
ひ
と
り
の
市
民
は
10
年
後
の
岐
阜
駅
周
辺
の

姿
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

図
書
館
、工
房
、水
泳
プ
ー
ル
な
ど
を

備
え
た
複
合
施
設
が

Ｊ
Ｒ
の
高
架
下
に
誕
生

Ｊ
Ｒ
の
高
架
化
に
と
も
な
い
、
高
架
下
に
は

「
ワ
ー
ル
ド
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
ア
ク

テ
ィ
ブ
Ｇ
」（
岐
阜
県
開
発
）
と
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ス
ク
エ
ア
・
Ｇ
」
の
施
設
が
誕
生
し
た
。
前
者
は

「
お
し
ゃ
れ
」「
健
康
」「
楽
市
楽
座
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
国
際
的
デ
ザ
イ
ン
情
報
発
信
拠
点
で

あ
る
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
工
房
」、
メ
イ
ド
イ
ン
岐

阜
の
体
験
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、
天
然
温

泉
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
融
合
し
た
健
康
施
設
、

地
元
ア
パ
レ
ル
産
業
の
新
し
い
拠
点
施
設
の
４

つ
の
ゾ
ー
ン
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
工
房
」
は
デ
ザ
イ
ン
の
発
信
拠
点
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
「
ぴ
っ
た
り
工
房
タ

ケ
オ
」
も
店
舗
を
構
え
て
い
る
。
後
者
は
図
書

館
や
体
育
ル
ー
ム
で
構
成
さ
れ
る
生
涯
学
習
の

拠
点
施
設
だ
。
こ
れ
ら
２
つ
の
他
で
は
、
地
域

活
動
支
援
施
設
「
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
」

（
郵
政
事
業
庁
）
が
北
口
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

県
魚「
鮎
」の
泳
ぐ
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
南
口
駅
前
広
場
の
親
水
ゾ
ー
ン

す
で
に
整
備
を
終
え
て
い
る
南
口
広
場
で
目
を

引
く
の
は
、「
鮎
の
駅
・
清
水
川
」
と
名
付
け
ら

れ
た
人
工
的
な
小
川
だ
。
駅
前
広
場
を
緑
化
し

て
い
る
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
実
際
に
鮎
が
泳

い
で
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ

こ
だ
け
だ
ろ
う
。

こ
の
広
場
は
出
会
い
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、「
飛
山
濃
水
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
整
備
さ
れ

た
。
他
の
新
設
駅
や
改
修
駅
と
同
様
、
段
差
の

解
消
や
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設
は
も
ち
ろ

ん
、
視
覚
障
害
者
用
音
声
案
内
シ
ス
テ
ム
も
導

入
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
シ

ス
テ
ム
は
東
京
・
昭
島
市
と
同
じ
カ
ー
ド
式
で
、

カ
ー
ド
保
持
者
が
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
乗
り
場
に

近
づ
く
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
声
案
内
が
流

れ
る
仕
組
み
。
こ
の
カ
ー
ド
の
購
入
価
格
は
７

０
０
０
円
程
度
で
、
希
望
者
に
は
収
入
に
応
じ

た
補
助
制
度
が
あ
る
。

広
場
面
積
は
、
旧
広
場
の
５
７
０
０
㎡
か
ら

７
３
０
０
㎡
に
広
げ
ら
れ
、
誰
も
が
ゆ
っ
た
り

と
移
動
で
き
る
空
間
が
実
現
さ
れ
、
か
つ
て
の

駅
裏
の
イ
メ
ー
ジ
は
も
う
な
い
。

駅
前
広
場
を
圧
倒
的
な
樹
木
で
覆
う

「
杜
の
中
の
駅（
仮
称
）」計
画

岐
阜
市
の
表
玄
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
北
口
広

場
と
周
辺
市
街
地
の
整
備
は
、
同
市
の
都
市
再

生
の
根
幹
を
担
っ
て
お
り
、
交
通
結
節
点
機
能

だ
け
で
は
な
く
、
賑
わ
い
機
能
や
環
境
機
能
も

重
視
さ
れ
て
い
る
。
整
備
計
画
の
名
称
は
「
杜

の
中
の
駅
（
仮
称
）」
で
、
高
木
や
緑
化
に
よ
り
、

駅
前
に
緑
空
間
が
出
現
す
る
見
込
み
だ
。

広
場
は
２
階
レ
ベ
ル
の
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
地
上
レ
ベ
ル
に
あ
る

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
路
面
電
車
な
ど
の
乗
り
場

へ
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
で
乗
降
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
視
覚
障
害
者
に
対
応
す
る
音
声
誘
導
装
置

も
き
め
細
か
く
配
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
の
工
事
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、「
ぱ
・
る
・

る
プ
ラ
ザ
岐
阜
」
前
の
一
角
は
す
で
に
工
事
を

終
え
て
い
る
。

人
に
も
環
境
に
も
配
慮
し
た
「
杜
の
中
の
駅

（
仮
称
）」
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

か
ら
見
て
も
、
完
成
が
待
た
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。

「杜の中の駅（仮称）」事業概要

1.施設概要
土地区画整理事業面積　62,400㎡

主な事業内容
駅前広場面積 26,500㎡
賑わい・環境空間／路線バス乗降場／路面電車空間／タクシー空間／一般車空
間／団体バス乗降場／自転車駐車場

2.概算事業費
概算事業費 約220億円

3.事業スケジュール

2002年度 都市計画決定、事業認可（駅前広場、土地区画整理事業）
2003年度 駅前広場実施計画
2005年度 駅前広場東部（バスターミナル等）
2007年度 駅前広場西部（タクシー、一般車空間等）
2009年度 駅前広場完成
2012年度 土地区画整理事業東街区完成

4.その他
周辺再開発事業
吉野町5丁目東地区（市街地再開発事業）
吉野町6丁目東地区（優良建築物等整備事業）
岐阜駅西地区（市街地再開発事業）
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「
住
み
よ
い
ま
ち
は
行
き
よ
い
ま
ち
」
が

合
い
言
葉
の
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
都
市

モ
ニ
タ
ー
旅
行
を
通
じ
て

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
集
積

低
迷
す
る
観
光
地
が
多
い
な
か
、
逆
に
訪
問
客

数
を
伸
ば
し
て
い
る
の
が
、
飛
騨
高
山
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
の
年
間
訪
問
客
数
は
３
２
０
万
人

で
、
前
年
比
約
20
％
の
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。

１
９
７
０
年
代
、
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、「
小
京
都
」
を
掲
げ
て
訪

問
客
を
集
め
た
観
光
地
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
が
、

ブ
ー
ム
が
去
っ
た
後
も
、
数
字
を
伸
ば
し
て
い

る
観
光
地
は
全
国
的
に
見
て
も
め
ず
ら
し
い
。

長
野
県
と
岐
阜
県
を
結
ぶ
安
房
ト
ン
ネ
ル
が

１
９
９
７
年
に
開
通
し
、
関
東
方
面
か
ら
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
一
因

だ
が
、
何
よ
り
も
大
き
い
の
は
ま
ち
を
あ
げ
て

力
を
注
い
で
い
る
「
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
都
市
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
全
国
に
じ
わ
じ
わ
と
浸
透
し

て
き
た
こ
と
だ
。
合
い
言
葉
は
「
住
み
よ
い
ま

ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
」。

１
９
９
６
年
、
車
い
す
利
用
者
を
中
心
と
す
る

第
１
回
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。当
時
、

高
山
市
に
は
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
が
20
カ
所
あ

り
、
同
規
模
の
都
市
の
な
か
で
は
充
実
し
て
い
た

が
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
「
扉
が
重
す
ぎ
る
」
と
か
、

「
手
す
り
の
配
慮
が
な
い
」
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
現
在
も
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
は
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２

５
年
に
は
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
10
歳
以
下

の
子
ど
も
を
合
わ
せ
る
と
、
全
人
口
の
４
割
を
占

め
る
。
高
山
市
が
こ
れ
ま
で
５
年
に
わ
た
っ
て
進

め
て
き
た
「
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
は
、
ま
さ
に

先
を
読
ん
だ
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

重
文
指
定
の
建
築
物
は

仮
設
の
ス
ロ
ー
プ
で
対
応

１
㎞
四
方
の
狭
い
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
古
い

街
並
み
を
訪
れ
る
観
光
客
の
年
齢
、
障
害
の
有

無
、
性
別
、
人
種
、
国
籍
は
多
種
多
様
、
ま
さ

に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
だ
。
３
世
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
姿
も
ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
界
隈
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
意
見
を
ふ

ま
え
、
歩
道
を
削
る
か
、
車
道
を
上
げ
る
か
し

て
、
徹
底
的
に
車
歩
道
の
段
差
が
解
消
さ
れ
て

い
る
。
よ
く
見
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商

家
の
建
物
の
入
り
口
に
も
段
差
が
な
い
。

「
も
と
も
と
段
差
が
な
い
の
は
、
荷
車
を
敷

地
内
に
ま
で
入
れ
る
た
め
で
は
」
と
、
高
山
市

産
業
振
興
部
観
光
課
の
課
員
は
想
像
す
る
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
て
い
な
く
て

も
、
結
果
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
自
動
ド
ア
」
と
同

じ
だ
。

こ
の
界
隈
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
建
物
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
な
か
な
か

手
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
仮
設
の
ス

ロ
ー
プ
な
ど
で
対
処
し
て
い
る
。

歩
道
に
は
、
疲
れ
た
ら
一
休
み
で
き
る
ベ
ン

チ
を
一
定
の
間
隔
で
設
置
。
車
い
す
対
応
の
公

共
ト
イ
レ
は
、
こ
の
５
年
間
で
70
カ
所
に
ま
で

増
え
た
。
駅
前
の
観
光
案
内
所
や
市
営
の
観
光

施
設
で
あ
る
「
飛
騨
の
里
」
で
は
、
車
い
す
の

無
料
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
春
秋
に
開
催
さ
れ
る
日
本
３
大
祭
り

の
１
つ
「
高
山
祭
り
」
の
時
期
に
は
大
勢
の
人
が

訪
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
１
年
を
通
じ
て
訪
問
客

が
絶
え
な
い
。
こ
れ
も
、
す
べ
て
の
人
を
も
て
な

す
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
精
神
が
、
他
の
観
光
地
に

比
べ
て
根
付
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
の
あ
る

民
間
ホ
テ
ル

積
極
的
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組

む
宿
泊
施
設
も
現
れ
て
い
る
。
市
で
は
誘
導
策

と
し
て
、
宿
泊
施
設
の
改
修
に
対
し
て
、
無
利

子
融
資
や
補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
、
民
間
事

業
者
は
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

代
表
例
は
一
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
全
国
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
高
山
会
議
」
の
宿
泊

施
設
と
な
っ
た
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
（
客
室

２
５
８
、
宿
泊
可
能
人
員
１
１
０
０
）
だ
。
ス

ロ
ー
プ
に
よ
る
段
差
の
解
消
や
車
い
す
対
応
ト

イ
レ
の
設
置
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車
い
す
で

温
泉
に
浸
か
れ
る
入
浴
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、

肢
体
、
視
覚
、
聴
覚
の
そ
れ
ぞ
れ
の

障
害
に
配
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ル

ー
ム
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
改
修
費

用
に
８
０
０
万
円
を
要
し
た
が
、
料

金
は
他
と
同
じ
。
障
害
の
な
い
人
も

利
用
で
き
る
。

「
時
代
の
趨
勢
を
に
ら
ん
で
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
を
増
や
し
て
い

く
計
画
」
と
、
代
表
取
締
役
社
長
の

新
谷
雅
樹
氏
は
力
を
込
め
る
。
行
政

と
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、

「
福
祉
観
光
都
市
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

着
実
に
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
。

歩道を削り取り、車歩道の段差をなくした道路（右）
観光案内所に設置されている「バリアフリー観光情報端末」（左）

古い街並みが残されている飛騨高山

入り口に仮設のスロープを設置した重文指定の「日下部民芸館」歩道には一定の間隔でベンチが設置されている

「飛騨の里」では電動車いすを無料で貸し出している

高山グリーンホテルのユニバーサルルームには昇降式ベッドが設置されている

防水加工が施された入浴用の車いす（高山グリーンホテル）

車いす入浴システムが設置されている高山グリーンホテルの温泉施設
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国
籍
や
文
化
の
壁
を
越
え
て

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

「
定
住
化
が
進
む
外
国
人
住
民
は
、
同
じ
地
域

で
共
に
生
活
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
多
様
な
文
化
の

共
存
が
も
た
ら
す
新
し
い
地
域
文
化
や
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
ち
、
す
べ
て
の
住
民
の
総
意
と
協
力
の
基

に
、
安
全
で
快
適
な
地
域
社
会
を
築
く
地
域
共

生
の
た
め
の
ル
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
地
域
共
生
に
つ
い

て
の
浜
松
宣
言
）

未
就
学
児
童
も
対
象
と
し
て

「
外
国
人
児
童
交
流
広
場
」を
運
営

同
市
は
13
の
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
ほ
と
ん
ど
は
美
濃
加
茂
市
と
接
す
る

土
田
地
区
と
今
渡
地
区
の
２
つ
の
地
区
に
居
住

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
人

向
け
の
小
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
そ
こ

約
３
０
０
０
人
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

暮
ら
す
ま
ち

１
９
９
０
年
代
初
頭
か
ら
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー

と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
中
心
と
す
る
南

米
日
系
人
の
姿
が
、
全
国
の
工
場
地
帯
で
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
可
児
市
も
、
群
馬

県
の
太
田
市
や
大
泉
町
と
同
様
に
こ
の
10
年

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
外
国
人
登
録
者
が
急

増
し
た
自
治
体
で
あ
る
。
人
口
約
10
万
の
ま

ち
で
、
外
国
人
登
録
者
は
約
４
０
０
０
人

（
77
％
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
）、
市
人
口
の
約

４
％
を
占
め
る
。

同
市
は
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
外
国
人
住
民
が
多
数

居
住
す
る
14
都
市
で
構
成
さ
れ
る
「
外
国
人
集

住
都
市
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
都
市
と
し
て
、
同

じ
問
題
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
と
情
報
共
有

化
を
図
っ
て
い
る
。
同
会
議
は
２
０
０
１
年
、

浜
松
宣
言
を
採
択
し
た
。

ブラジル政府から認可されているブラジル人小学校の生徒たち

ブラジル料理をはじめとする各国の料理教室が開かれている

で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
土

田
地
区
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
生
徒
数
は
２
４
６
人
（
２
０
０
２
年
11

月
現
在
）。
日
本
の
学
校
制
度
で
は
私
塾
だ
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
か
ら
は
学
校
と
し
て
認
可
を
受

け
て
い
る
。
日
本
の
小
学
校
に
通
う
ブ
ラ
ジ
ル

の
子
ど
も
た
ち
も
ほ
ぼ
同
数
お
り
、
学
校
間
の

交
流
も
盛
ん
だ
。
費
用
に
関
し
て
は
、
日
本
人

と
同
額
の
公
立
小
中
学
校
に
比
べ
る
と
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
学
校
の
ほ
う
が
高
い
。
し
か
し
母
国
の

教
育
を
望
む
親
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
に
通
学
さ

せ
た
が
る
傾
向
に
あ
る
。

学
校
に
行
き
た
く
て
も
、
費
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
か
ら
、
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
た

ち
が
数
十
人
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
同
市
の

国
際
交
流
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち

が
日
本
で
も
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
「
外
国
人
の
児
童
交
流
広
場
（
日
本

語
教
室
）」
を
運
営
し
て
い
る
。
毎
週
２
回
、
日

本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て

も
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
国
際
交
流
員

２
人
が
生
活
相
談
に
乗
る

他
の
分
野
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
中
に
も
、

人
種
・
国
籍
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
に
高
い
バ

リ
ア
を
設
け
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
そ
れ
が

端
的
に
表
れ
る
の
は
、
国
民
健
康
保
険
の
手
続

き
事
務
だ
。
健
康
保
険
（
政
府
管
掌
、
企
業
、

組
合
等
）
へ
の
加
入
が
む
ず
か
し
い
人
が
、
国

民
健
康
保
険
に
も
加
入
で
き
な
い
と
な
る
と
、

医
療
保
険
な
し
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
法
制
度
上
は
入
国
当
初
の
在
留
期
間
が

１
年
以
上
で
あ
る
者
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
で
き
る
わ
け
で
、
可
児
市
で
も
原
則
に
の
っ

と
っ
て
手
続
き
事
務
を
行
っ
て
い
る
。

市
役
所
の
市
民
相
談
窓
口
と
国
際
交
流
協
会

事
務
所
に
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
国
際
交
流

員
２
人
を
配
置
し
、
市
役
所
窓
口
申
請
の
他
、

住
居
、
雇
用
、
結
婚
・
離
婚
、
確
定
申
告
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。
彼
ら
の

活
動
範
囲
は
広
く
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
時

の
通
訳
は
じ
め
、
交
通
事
故
の
ケ
ー
ス
で
は
、

ま
れ
に
は
警
察
へ
同
行
す
る
こ
と
も
あ
る
。
市

内
外
の
小
中
学
校
の
総
合
的
学
習
授
業
や
地
区

公
民
館
で
の
国
際
理
解
講
座
の
講
師
と
し
て
も

頻
繁
に
出
向
い
て
い
る
。
市
の
広
報
誌
の
中

か
ら
生
活
情
報
を
抜
粋
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

版
の
情
報
誌
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
や
料
理
教
室
を
通
じ
て
草

の
根
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
広
が
る

同
市
の
国
際
交
流
協
会
は
３
年
前
に
創
設
さ

れ
た
ば
か
り
だ
が
、
多
数
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
活
動
は
活
発
で
、

外
国
語
や
日
本
語
の
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
、
各
国
の
料
理
教
室
な
ど
が
開
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
や
料
理
を
通
じ

て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
進
む
こ
と

が
、
多
文
化
共
生
社
会
を
つ
く
る
近
道
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
少
子
化
に
よ

り
、
日
本
社
会
の
内
な
る
国
際
化
は
今
後
ま

す
ま
す
進
む
だ
ろ
う
。
同
市
で
は
、
肌
の
色

も
文
化
も
異
な
る
隣
人
を
理
解
し
、
地
域
社

会
の
構
成
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
試
み
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。「
外
国
籍
市
民
に
も
、
地

方
参
政
権
を
」
と
い
う
同
協
会
の
事
務
局
長

中
村
裕
氏
の
名
刺
に
は
、
〝
国
籍
や
文
化
が

異
な
っ
て
も
お
互
い
が
平
和
に
過
ご
せ
る
町

に
〞
と
記
さ
れ
て
い
た
。


